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心理学Ⅰ（コミュニケーション） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （前期） ２単位 講義  

非常勤講師 中山 麻子  

〔一般目標（GIO）〕コミュニケーションは、対人心理学の一研究分野であるとともに、鍼灸師とし

て成功するための基礎となる学問である。鍼灸師として、患者と信頼関係を築いて、患者の話にしっ

かり耳を傾け（傾聴）、共感し、患者から信頼されるためには、カウンセリング理論に基づいた対人

援助法としてのコミュニケーションの知識とスキルは必須である。本授業では人間理解を深め、コミ

ュニケーション力を高めていくことを目標とする。 

〔授業概要〕講義を中心に、実習を交えた授業を行う。アクティブ・ラーニングの考え方をベースに、

学生たちと講師との双方向的なコミュニケーションを大切にした参加型の授業を行う。授業の中で、

ロールプレイ、心理テスト、ディスカッションなどを積極的に活用する。 

〔授業計画〕 前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
心理学・コミュニケーシ

ョン概論 

心理学およびカウンセリングについて概要を説明する。 

自分のコミュニケーションスキルを知る 

2 自己紹介 
自己紹介を通して自分自身の理解を深めること、及びコミュニケーション

を学ぶ。 

3 他者との関わり ゲームを通して、人との関わり方を学ぶ。 

4 傾聴 
傾聴の基礎を身につける。 

質問や応答の仕方を学ぶ。 

5 信頼関係の構築 
ラポールの形成をはかる。 

受容と共感のスキルを身につける。 

6 まとめ１ これまでの学びについて、復習および補足説明を行う。 

7 アサーション１ 対人コミュニケーションの基本を学習する。 

8 アサーション２ アサーショントレーニングを行う。 

9 
非言語的コミュニケー

ション 
印象形成、表情、パーソナルスペースについて理解する。 

10 
日常会話におけるコミ

ュニケーション 
自分と他者の認知の違いを知る。 

11 
対人コミュニケーショ

ン 
ゲーム課題を通してコミュニケーションを学ぶ。 

12 まとめ２ これまでの学びについて、復習および補足説明を行う。 

13 自己理解１ よりよいコミュニケーションのために、自己理解を深める 

14 自己理解２ ユング心理学、効果的な質問方法等を理解する。 

15 他者理解 ジェノグラムを理解する。 

16 心の病 さまざまな心の問題について理解する。 

17 心理療法 さまざまな心理療法について理解する。 

18 まとめ３ これまでの学びについて、復習および補足説明を行う。 

19 定期試験 筆記式テスト 

20 テスト解説 テスト解説 
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〔方略〕 講義および演習（心理テスト・ロールプレイ等） 

〔評価方法と基準〕 期末試験、授業態度などを総合して評価を行う。追・再試験も実施する。 

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕水國照充・青木智子・木附千晶 著 

『楽しく学んで実践できる 対人コミュニケーションの心理学』（北樹出版） 

〔参考書〕 

野島一彦「臨床心理学への招待」ミネルヴァ書房 

松原達哉・楡木満生「臨床心理アセスメント演習」培風館 

楡木満生・田上不二夫「カウンセリング心理学 ハンドブック 上巻」金子書房 

下山晴彦 編「よくわかる 臨床心理学」ミネルヴァ書房 

長尾博「やさしく学ぶ カウンセリング２６のレッスン」金子書房 

福島脩美「総説 カウンセリング心理学」金子書房 
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病理学概論 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  2 年生 （通年） 3 単位 講義  

非常勤講師 岩瀬 俊文  

〔一般目標（GIO）〕病気とは何か、疾病を持った生体内ではどのような変化が生じているのかを追

求する。また、鍼灸師として医療に貢献できる、病理学的な知識を修得する。 

〔授業概要〕 病理学概論では基本的な病理学の概念を説明し、臓器ごとの病理現象についてメカニ

ズムについて解説していく。また、鍼灸師が臨床現場で遭遇するであろう疾患などと関連付けながら

講義を進めていく。 

〔授業計画〕通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 病理学とは・病因１ 病気の区分、病気の内因（体質、遺伝子）について知る。 

2 病因２ 病気の内因（栄養の過不足）について知る。 

3 病因３ 病気の内因（物理的、化学的）について知る。 

4 病因４ 病気の内因（生物学的）について知る。 

5 循環器の異常１ 虚血・鬱血・充血・貧血について知る。 

6 循環器の異常２ 出血・血栓について知る。 

7 循環器の異常３ 塞栓症・梗塞について知る。 

8 循環器の異常４ 水腫・脱水について知る。 

9 
循環器の異常５ 

退行性病変１ 
ショック、萎縮について知る。 

10 退行性病変２ 生活習慣病（糖尿病、胆石症）について知る。 

11 退行性病変３ 生活習慣病（痛風、動脈硬化）について知る。 

12 進行性病変１ 肥大・増殖・化生・再生について知る。 

13 進行性病変２ 移植・創傷治癒について知る。 

14 期末テスト １～１３の内容が定着しているか確認する。 

15 テスト解説 テストの復習をし、知識の定着を図る。 

16 
進行性病変３ 

炎症１ 
骨折の治癒、炎症の区分について知る。 

17 炎症２ 結核、梅毒、ハンセン病について知る。 

18 腫瘍１ 遺伝子とは何か、腫瘍の概要を知る。 

19 腫瘍２ 腫瘍発生の諸段階、腫瘍細胞の特徴について知る。 

20 腫瘍３ 腫瘍組織、全身への影響について知る。 

21 腫瘍４ 腫瘍の原因、診断、治療について知る。 

22 腫瘍５ 悪性・良性の特徴、好発部位について知る。 

23 免疫異常１ 白血球の区分、免疫の概要について知る。 

24 免疫異常２ 抗体とは何か、Ⅰ型アレルギーについて知る。 

25 免疫異常３ Ⅱ型～Ⅴ型アレルギーの発生機序を知る。 

26 免疫異常４ 自己免疫疾患とは何か、その発生機序を知る。 
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〔方略〕 講義（配布資料、教科書）、板書 

〔評価方法と基準〕 期末試験で評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 授業内、授業後 

〔教科書〕 滝澤登一郎、畠山茂著 「病理学概論 第２版」 医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕 菊地浩吉監修 「病態病理学 改訂１７版」 南山堂 

      笹月健彦監訳 「免疫生物学」 南江堂 

実務年数（鍼灸院）１０年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は大学院で鍼灸治療による齲歯予防の研究実績を持つ。また自身が開業する鍼灸治療院で

の治療実績を持ち、様々な患者を治療する中で得られた病理学的知見に基づき臨床に即した知識を教

授する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 
免疫異常５ 

先天性異常１ 

免疫不全とは何か知る。 

奇形の発生要因を知る。 

28 先天異常２ 代謝異常とは何か、発生機序を知る。 

29 期末テスト １6～28 の内容が定着しているか確認する。 

30 テスト解説 テストの復習をし、知識の定着を図る。 
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臨床医学総論 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （通年） 4 単位 講義  

専任教員 横山 史歩  

〔一般目標（GIO）〕 鍼灸師の臨床において必要な現代医学的診察法に関する知識・技能を習得し、

患者の状態を正確に把握して、病状と疾病を鑑別し各治療の適応・不適応を判断する能力を育成する

事を目標とする。 

〔授業概要〕 臨床医学総論では、基本的な診察の流れを理解し、医療面接・身体診察から得た所見か

ら、患者の訴える症状の背景で起きている病態や疾患を予測する能力を習得する為に、身体の構造や

生理学的なメカニズムに基づいて解説を行う。 

〔授業計画〕 通年  

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

第 1 章 診察の概要 
診察の意義、順序、関連用語を知り、診察の概要と基本的な流れを学ぶ。 

2 
第 1 章 診察の概要 

第 2 章 診察の方法 

診察を行うにあたり必要な要素を学ぶ。 

医療面接の意義と方法、内容を学ぶ。 

3 第 2 章 診察の方法 身体診察について、視診、触診、打診の意義と方法、注意事項を学ぶ。 

4 第 2 章 診察の方法 
身体診察について、聴診、測定法、神経系の診察の意義と方法、注意事

項を学ぶ。 

5 第 3章 生命徴候の診察 
生命徴候(バイタルサイン)の種類を知る。その中の体温と脈拍の正常と

異常を学ぶ。 

6 第 3章 生命徴候の診察 
生命徴候(バイタルサイン)について、血圧の測定法を学び、正常の数値

と異常の数値を学ぶ。呼吸の正常と異常を学ぶ。 

7 第 4 章 全身の診察 全身の診察について、顔貌、顔色の異常および精神状態について学ぶ。 

8 第 4 章 全身の診察 
全身の診察について、言語の異常および身体計測の方法とその意義を知

り、体型・体格の異常、栄養状態の異常を学ぶ。 

9 第 4 章 全身の診察 全身の診察について、姿勢と体位の異常を知り、疾病との関係を学ぶ。 

10 第 4 章 全身の診察 全身の診察について、歩行の異常を知り、疾病との関係を学ぶ。 

11 第 4 章 全身の診察 
全身の診察について、皮膚、粘膜、皮下組織の異常(色調の変化、発疹、

出血斑)を学ぶ。 

12 第 4 章 全身の診察 
全身の診察について、皮膚、粘膜、皮下組織の異常(浮腫、発汗、体毛、

掻痒)を学ぶ。 

13 第 4 章 全身の診察 全身の診察について、爪の状態と疾病の関係、リンパ節の異常を学ぶ。 

14 
第 4 章 全身の診察 

第 5 章 局所の診察 

全身の診察について食欲、睡眠、便通、排尿の正常と異常について学ぶ。 

局所の診察について、頭部の異常、顔面の異常を学ぶ。 

15 第 5 章 局所の診察 局所の診察について、眼の異常、鼻の異常を学ぶ。 

16 第 5 章 局所の診察 局所の診察について、耳の異常、口腔の異常を学ぶ。 

17 第 5 章 局所の診察 局所の診察について、頚部の異常を学ぶ。 

18 前期復習 重要箇所を再確認し、理解を深める。 

19 前期期末試験 理解度の確認。記述式、選択式の混在問題。 

20 試験返却・解説 試験の解説を行い、理解を深める。 

21 第 5 章 局所の診察 局所の診察のについて、胸部(乳房、肺・胸膜、心臓)の異常を学ぶ。 
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22 第 5 章 局所の診察 局所の診察について、腹部の異常、背部の異常を学ぶ。 

23 第 5 章 局所の診察 局所の診察について、上肢の異常と下肢の異常を学ぶ。 

24 第 6 章 神経系の診察 神経系の診察について、感覚検査法を学ぶ。 

25 第 6 章 神経系の診察 
神経系の診察について、反射検査(表在性反射、皮膚反射、深部反射)を

学ぶ。 

26 第 6 章 神経系の診察 
神経系の診察について、反射検査(自律神経反射・病的反射・原始反射)

を学ぶ。 

27 第 6 章 神経系の診察 神経系の診察について、脳神経系の検査および髄膜刺激症状検査を学ぶ。 

28 第 7 章 運動機能検査 運動機能検査について、運動麻痺の分類や障害を学ぶ。 

29 第 7 章 運動機能検査 運動機能検査について、筋肉の異常、不随意運動の種類を学ぶ。 

30 第 7 章 運動機能検査 

運動機能検査について、協調運動の異常(運動失調)と運動失調に対する

検査法、関節可動域検査の概要、徒手検査法の概要、日常生活動作の概

要を学ぶ。 

31 第 7 章 運動機能検査 
運動機能検査について、頚部・胸部・肩関節の徒手による整形外科的検

査法を学ぶ。 

32 第 7 章 運動機能検査 
運動機能検査について、腰部・下肢・股関節・膝関節の徒手による整形

外科的検査法を学ぶ。 

33 第 8 章 その他の診察 
その他の診察について、女性の診察、小児の診察、高齢者の診察の特徴

と注意点を学ぶ。 

34 第 9 章 臨床検査法 臨床検査法について、尿検査と便検査の概要と項目を学ぶ。 

35 第 9 章 臨床検査法 
臨床検査法について、血液検査の概要と項目、髄液検査の概要、生理学

的検査の概要、画像診断の概要を学ぶ。 

36 第 11 章 治療学 治療学について、その概要を知り、治療法の分類、治療法の種類を学ぶ。 

37 第 12 章 臨床心理 臨床心理について、患者心理、心理検査とその評価方法、治療法を学ぶ。 

38 後期復習 重要箇所を再確認し、理解を深める。 

39 後期期末試験 理解度の確認。記述式、選択式の混在問題。 

40 試験返却・解説 試験の解説を行い、理解を深める。 

〔方略〕 スライドおよび板書を中心として講義を行う。 

〔評価方法と基準〕期末試験により評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 授業中、勤務時間内 

〔教科書〕 社団法人 東洋療法学校協会編集 奈良信夫 著 

「臨床医学総論 第 2 版」 医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕 随時紹介 

実務年数（鍼灸院）７年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた臨床医学的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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臨床医学各論Ⅰ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ （通年） ２年生 ４単位 講義  

専任教員 片山 玲美  

〔一般目標（GIO）〕 より多くの疾患とその症状について理解してもらう。国家試験に対応できるよ

う重要なポイントを明確化していく。常に他の教科とリンクさせ理解してもらうことにより、国家

試験だけではなく臨床の場で役立つ知識をつけてもらう。 
 

〔授業概要〕 プリントを配布し、それを中心に授業を進める。 
 

〔授業計画〕 通年 
 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 整形外科疾患 総論、関節疾患を理解する。 

2 整形外科疾患 関節疾患、骨代謝性疾患、骨腫瘍、筋・腱疾患を理解する。 

3 整形外科疾患 形態異常を理解する。 

4 整形外科疾患 形態異常を理解する。 

5 整形外科疾患 脊椎疾患を理解する。 

6 整形外科疾患 脊椎疾患、脊髄損傷を理解する。 

7 整形外科疾患 脊髄損傷、外傷を理解する。 

8 整形外科疾患 その他の疾患を理解する。 

9 整形外科疾患 その他の疾患を理解する。 

10 中間試験 選択問題ならびに記述問題。 

11 試験解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

12 感染症 総論～黄色ブドウ球菌感染症を理解する。 

13 感染症 食中毒～風疹を理解する。 

14 感染症 流行性耳下腺炎～AIDS を理解する。 

15 消化管疾患 口腔疾患～食道癌を理解する。 

16 消化管疾患 食道炎～胃・十二指腸潰瘍を理解する。 

17 消化管疾患 胃癌～潰瘍性大腸炎を理解する。 

18 消化管疾患 クローン病～大腸癌を理解する。 

19 期末試験 選択問題ならびに記述問題。 

20 試験解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

21 消化管疾患 腸閉塞～癌性腹膜炎を理解する。 

22 肝・胆・膵疾患 急性肝炎～アルコール性肝障害を理解する。 

23 肝・胆・膵疾患 肝硬変～その他の肝疾患を理解する。 

24 肝・胆・膵疾患 胆道疾患を理解する。 

25 肝・胆・膵疾患 膵臓疾患を理解する。 

26 呼吸器疾患 かぜ症候群～肺結核を理解する。 

27 呼吸器疾患 肺気腫～気管支喘息を理解する。 

28 呼吸器疾患 特発性肺線維症～気管支拡張症を理解する。 
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29 中間試験 選択問題ならびに記述問題。 

30 試験解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

31 泌尿器疾患 急性糸球体腎炎～ネフローゼ症候群を理解する。 

32 泌尿器疾患 急性腎不全～慢性腎不全を理解する。 

33 泌尿器疾患 腎盂腎炎～膀胱癌を理解する。 

34 泌尿器疾患 腎・尿路結石～前立腺癌を理解する。 

35 内分泌疾患 クッシング病～巨人症を理解する。 

36 内分泌疾患 下垂体性低身長症～甲状腺機能低下症を理解する。 

37 内分泌疾患 橋本病～副腎皮質機能亢進症を理解する。 

38 内分泌疾患 原発性アルドステロン症～褐色細胞腫を理解する。 

39 期末試験 選択問題ならびに記述問題。 

40 試験解説 誤った箇所を訂正し、理解する。 

〔方略〕 講義（教科書と配布プリント）および板書、パワーポイントなど。 

〔評価方法と基準〕 定期試験（中間・期末）を総合して評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 奈良信雄・佐藤千史 他著 『臨床医学各論 第 2 版』 医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕 『病気がみえる』 MEDIC MEDIA 

実務年数（鍼灸院）１５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は積聚学会に所属、学会で刺鍼要到についての研究実績を持つ。鍼灸院での臨床経験も豊

富で、様々な経験から得られた知見に基づき授業を展開する。 
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臨床医学各論Ⅱ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  2 年生 （通年） 4 単位 講義  

専任教員 原田 晃  

〔一般目標（GIO）〕 医療の基本を身に着けるために、臨床医学各論の履修は極めて重要である。

様々な疾病について基本的な知識を修得し、社会のニーズに応えられるような鍼灸師を育成する。 

〔授業概要〕 臨床医学各論では疾病の概念を説明し、疾病ごとにその成因、病態生理について解説

していく。授業では、鍼灸師が臨床現場で遭遇するであろう疾患などと関連付けながら講義を進めて

いく。 

〔授業計画〕通年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 代謝・栄養疾患１ 糖尿病の概要、病態生理を知る。 

2 代謝・栄養疾患２ 糖尿病・脂質異常症の概要、病態生理を知る。 

3 代謝・栄養疾患３ 高尿酸症、栄養障害の病態生理を知る。 

4 循環障害 1 心不全、心臓弁膜疾患の病態生理を知る。 

5 循環障害２ 心臓弁膜疾患の病態生理を知る。 

6 循環障害３ 不整脈、先天性心疾患の病態生理を知る。 

7 循環障害４ その他の心疾患、冠動脈疾患の病態生理を知る。 

8 循環障害５ 心筋梗塞、動脈疾患の病態生理を知る。 

9 循環障害６ 大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症などの病態生理を知る。 

10 循環障害７・まとめ 血圧異常の病態生理を知る。これまでの復習。 

11 中間試験 学習の定着度を確認する。 

12 テスト解説 解答と解説を行い、理解を深める。 

13 血液・造血疾患 1 貧血の病態生理を知る。 

14 血液・造血疾患２ 貧血、白血病の病態生理を知る。 

15 血液・造血疾患３ 白血病の病態生理を知る。 

16 神経疾患 1 脳血管疾患の総論、脳梗塞の各論を解説する。 

17 神経疾患２ 脳梗塞、脳出血の病態生理を知る。 

18 神経疾患３・まとめ 脳出血の病態生理を知る。これまでの復習。 

19 期末試験 学習の定着度を確認する。 

20 テスト解説 解答と解説を行い、理解を深める。 
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〔方略〕 講義（配布資料、教科書）、板書 

〔評価方法と基準〕 中間試験、期末試験を総合して評価を行う。 

〔学生の質問への対応〕授業内、授業後  

〔教科書〕 奈良信雄・佐藤千史 他著 「臨床医学各論 第 2 版」医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕 坂井建雄・河原克雅 「人体の正常構造と機能」日本医事新報社 

      小澤瀞司・福田康一郎 「標準生理学」医学書院 

      水野美邦  「標準神経病学」医学書院 

実務年数（鍼灸院）１８年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は大学院で鍼灸治療による齲歯予防の研究実績を持つ。また自身が開業する鍼灸治療院で

の治療実績を持ち、様々な患者を治療する中で得られた臨床医学的知見に基づき臨床に即した知識を

教授する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 項目 到達目標（授業内容） 

21 神経疾患 4 髄膜炎・脳腫瘍の病態生理について知る。 

22 神経疾患 5 脳腫瘍・基底核変性疾患の病態生理について知る。 

23 神経疾患 6 脳性小児麻痺・変性疾患の病態生理について知る。 

24 神経疾患 7 認知症・筋疾患の病態生理について知る。 

25 神経疾患８ 運動ニューロン疾患・末梢神経疾患の病態生理について知る。 

26 神経疾患９ 神経痛・機能性疾患の病態生理について知る。 

27 膠原病 1 関節リウマチ・SLE の病態生理について知る。 

28 膠原病 2 全身性硬化症、シェーグレン症候群等の病態生理について知る。 

29 その他の領域 1・まとめ 小児神経疾患について知る。これまでのまとめ。 

30 中間試験 学習の定着度を確認する。 

31 テスト解説・その他の領域２ 試験の解説を行い理解を深める。熱傷について知る。 

32 その他の領域 3 凍傷・応急措置について知る。 

33 その他の領域 4 麻酔科・婦人科の疾患について知る。 

34 その他の領域 5 婦人科の疾患について知る。 

35 その他の領域 6 皮膚科疾患・眼科疾患について知る。 

36 その他の領域 7 眼科疾患・耳鼻科疾患について知る。 

37 その他の領域 8 耳鼻科疾患・精神科疾患について知る。 

38 その他の領域 9・まとめ 心療内科について知る。これまでのまとめ。 

39 期末試験 学習の定着度を確認する。 

40 テスト解説 試験の解説を行い理解を深める。 
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関係法規 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  2 年生 （後期後半） 1 単位 講義  

非常勤講師 青木 英里香  

〔一般目標（GIO）〕 はり師、きゅう師それぞれの免許を取得し、業に係る上で必要となる「あは

き法」やその他「医療、地域保健、福祉関連法規」等を習得する。また、鍼灸師としての活動の分野

の可能性を知り、医療人としての自覚を持てるようになる。 

〔授業概要〕 教科書に沿って進めていきながら、補足内容等は配布資料などを使って、理解しやす

いよう工夫して行っていく。また、授業の中で国試の過去問題を解く時間を設け、内容の理解度や定

着度を高めていく。 

〔授業計画〕 後期 

 

〔方略〕 講義（配布資料、教科書）、板書 

〔評価方法と基準〕 期末試験、出席日数により評価 

〔学生の質問への対応〕授業内、勤務時間内随時  

〔教科書〕「関係法規第７版」前田和彦著  医歯薬出版株式会社 

〔参考書〕 

実務年数（鍼灸院）７年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は自身の鍼灸院を開業している。従って治療院開業のノウハウを持っており、治療院開設の

経験から得られた法的知見に基づいて授業を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 法の沿革・目的・免許 あはき法の成り立ち、目的、あはきの免許について知る。 

2 免許 免許の取り扱いについて知る。 

3 業務 あはき法に定められている鍼灸師の業務について知る。 

4 業務 あはき法に定められている鍼灸師の業務について知る。 

5 罰則 あはき法に違反した場合の罰則について知る。 

6 医療法・医師法 医療法・医師法について知る。 

7 その他の関係法規 その他医療従事者の法律について知る。 

8 その他の関係法規 社会保険・介護保険・生活保護などについて知る。 

9 期末試験 １～８の内容が定着しているか確認する。 

10 試験解説・国試対策 試験の解説を行う。 
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東洋医学概論Ⅱ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （通年） 4 単位 講義  

専任教員 塚原 拓  

〔一般目標（GIO）〕一年次の東洋医学概論Ⅰで学習しなかった部分の東洋医学の基礎概念を学習し

理解する。そして、東洋医学臨床論の素地を作る。 

〔授業概要〕 

 配布資料を配り、授業を進めていく 

〔授業計画〕 通年 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 気機の相互関係について 気の運動（昇・降・出・入）の相互関係について学習する。 

2 気機の相互関係について 気の運動（昇・降・出・入）の相互関係について学習する。 

3 五臓の相互関係について 五臓六腑の相互関係について理解し、学習する。 

4 五臓の相互関係について 五臓六腑の相互関係について理解し、学習する。 

5 五臓の相互関係について 五臓六腑の相互関係について理解し、学習する。 

6 経絡・経穴について 
概念・機能・構成・病理・その他（絡脈・経筋・皮部）につい

て学習する。 

7 経絡・経穴について 
概念・機能・構成・病理・その他（絡脈・経筋・皮部）につい

て学習する。 

8 
経絡・経穴について 

前期中間試験前総括 

概念・機能・構成・病理・その他（絡脈・経筋・皮部）につい

て学習する。 

9 前期中間試験  

10 前期中間試験解説  

11 病因・病機について 外感病因・内傷病因・その他病因・内生五邪について学習する。 

12 病因・病機について 外感病因・内傷病因・その他病因・内生五邪について学習する。 

13 病因・病機について 外感病因・内傷病因・その他病因・内生五邪について学習する。 

14 病因・病機について 外感病因・内傷病因・その他病因・内生五邪について学習する。 

15 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

16 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

17 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

18 
四診について 

前期期末試験前総括 
望診・聞診・問診・切診について学習する。 

19 前期期末試験  

20 前期期末試験解説  

21 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

22 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

23 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

24 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

25 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

26 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 

27 四診について 望診・聞診・問診・切診について学習する。 
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28 
四診について 

後期中間前総括 
望診・聞診・問診・切診について学習する。 

29 後期中間試験  

30 後期中間試験解説  

31 弁証について 
八綱弁証・気血津液弁証・臓腑弁証・経絡弁証・六淫弁証・六

経弁証・衛気営血弁証・三焦弁証について学習する。 

32 弁証について 
八綱弁証・気血津液弁証・臓腑弁証・経絡弁証・六淫弁証・六

経弁証・衛気営血弁証・三焦弁証について学習する。 

33 論治について 治療理論（治則・治法）について学習する。 

34 論治について 治療理論（治則・治法）について学習する。 

35 論治について 治療理論（治則・治法）について学習する。 

36 弁証論治の進め方について 実際の症例を参考に弁証論治について学習（出来るよう）する。 

37 弁証論治の進め方について 実際の症例を参考に弁証論治について学習（出来るよう）する。 

38 
弁証論治の進め方について 

後期期末試験前総括 
実際の症例を参考に弁証論治について学習（出来るよう）する。 

39 後期期末試験  

40 後期期末試験解説  

〔方略〕資料を配布し、板書しながら講義する。また、診断・弁証論治の際は実施し理解を深める。 

〔評価方法と基準〕中間試験と期末試験の合計点にて評価する。 

〔学生の質問への対応〕出勤時間内随時 

〔教科書〕新版 東洋医学概論 （医道の日本社） 

〔参考書〕随時紹介 

実務年数（鍼灸院）１２年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた東洋医学的知見に基づき中医臨床に即した知識を教授する。 
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東洋医学臨床論Ⅰ（東洋） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （前期） ２単位 講義  

専任教員 梅田 伸威  

〔一般目標（GIO）〕 

東洋医学の理論をベースに臨床を行う力を養う。 

〔授業概要〕 

 東洋医学概論の復習と応用的な考え方について学ぶ。東洋医学的診断名にあたる証について学習し、

類似の証との鑑別や各証に対する治療穴について学習していく。また、鍼灸治療を行うにあたり各症

状を呈する患者さんの中で、鍼灸治療不適応となるのはどういうものかについても説明していく。 

〔授業計画〕 前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

症例トレーニング 

この科目の位置づけと、成績の付け方について説明する。様々

な症例を解きながら東洋医学概論の復習をしていく。また、

各症状をもとに証を立てる力を養う。 

2 症例トレーニング 
様々な症例を解きながら東洋医学概論の復習をしていく。ま
た、各症状をもとに証を立てる力を養う。 

3 症例トレーニング 
様々な症例を解きながら東洋医学概論の復習をしていく。ま
た、各症状をもとに証を立てる力を養う。 

4 症例トレーニング 
様々な症例を解きながら東洋医学概論の復習をしていく。ま
た、各症状をもとに証を立てる力を養う。 

5 症例トレーニング 
様々な症例を解きながら東洋医学概論の復習をしていく。ま
た、各症状をもとに証を立てる力を養う。 

6 配穴法と症例トレーニング 

治療穴の使い方や配穴法について学習する。また、症例トレ

ーニングを用いて治療穴の使い方や配穴法を応用し、理解を

深める。 

7 症例トレーニング 
症例トレーニングを用いて、治療穴の使い方や配穴法を応用

し、理解を深める。 

8 症例トレーニング 
症例トレーニングを用いて、治療穴の使い方や配穴法を応用

し、理解を深める。 

9 症例トレーニング 
症例トレーニングを用いて、治療穴の使い方や配穴法を応用

し、理解を深める。 

10 中間テスト  

11 

テスト返却と解説 

治療原則、本・標、異病同治と同病

異治療、鍼灸処方と配穴法 

中間テストの返却と解説を行う。その後、東洋医学の治療原

則、及び本・標、異病同治と同病異治療について学習する。 

12 
鍼灸処方と配穴法 

咳嗽 

鍼灸処方と配穴法について学習する。また咳嗽にみられる証

分類とそれぞれ各証に対する治療穴、及び治療穴の使用理由

について学習する。 

13 咳嗽・哮喘 
咳嗽・哮喘にみられる証分類とそれぞれ各証に対する治療穴、

及び治療穴の使用理由について学習する。 

14 哮喘・嘔吐について 
哮喘・嘔吐にみられる証分類とそれぞれ各証に対する治療穴、

及び治療穴の使用理由について学習する。 

15 便秘について 
便秘にみられる証分類とそれぞれ各証に対する治療穴、及び

治療穴の使用理由について学習する。 

16 泄瀉（下痢）について  泄瀉にみられる証分類とそれぞれ各証に対する治療穴、及び
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治療穴の使用理由について学習する。 

17 
癃閉（排尿困難）、内傷発熱につい

て 

癃閉、内傷発熱にみられる証分類とそれぞれ各証に対する治

療穴、及び治療穴の使用理由について学習する。 

18 内傷発熱と顔面麻痺について 
内傷発熱と顔面麻痺にみられる証分類とそれぞれ各証に対す

る治療穴、及び治療穴の使用理由について学習する。 

19 期末テスト  

20 解説授業 期末テストについて解説を行い、テスト内容の確認を行う。 

〔方略〕講義 

〔評価方法と基準〕 中間テスト５０％、期末テスト５０％として評価する。 

〔学生の質問への対応〕授業中、勤務時間内随時 

〔教科書〕社団法人東洋療法学校協会編 「東洋医学臨床論（はりきゅう編）」 医道の日本社 

〔参考書〕鍼灸学臨床編、他 

実務年数（鍼灸院）１８年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた鍼灸施術の技術を活かし基本的な手技手法を教授する。 
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生体観察 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （前期） ２単位 講義  

専任教員 丸山 真由美  

〔一般目標（GIO）〕 体表から見える、筋・骨・関節をよく観察し、鍼灸師に必要不可欠な知識と、

視診・触診能力の向上を図る。 

〔授業概要〕 体表より筋・骨・関節の動きを観察・触診し、人体の構造を理解し取穴が的確に出来

る。 

〔授業計画〕 前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション 体表観察・人体指標（骨指標・前脛骨筋）の触知と取穴 

2 下腿部① 前面・外側（前脛骨筋・長・短腓骨筋）の触知と取穴 

3 下腿部② 前面・外側の表層筋・深層筋・骨指標 

4 下腿部③ 後面（腓腹筋・ヒラメ筋）骨指標の触知と取穴 

5 下腿部④ 後面（腓腹筋・ヒラメ筋）骨指標の触知と取穴 

6 下腿部⑤ 後面・深層筋の触知と取穴 

7 下腿部⑥ 下腿の支配神経と経穴 

8 大腿部① 後面（大腿二頭筋・半腱様筋・半膜様筋）触知と取穴 

9 大腿部② 後面（大腿二頭筋・半腱様筋・半膜様筋）触知と取穴 

10 大腿部③ 前面（四頭筋・縫工筋） 

11 大腿部④ 前面（四頭筋・縫工筋） 

12 大腿部⑤ 前面・内側（四頭筋・縫工筋・薄筋・長内転筋・恥骨筋） 

13 解剖実習① 
骨・筋・神経・内臓器の再確認と鍼の刺鍼時の安全深度を確認し、解剖学

を学ぶ。 

14 解剖実習② 
骨・筋・神経・内臓器の再確認と鍼の刺鍼時の安全深度を確認し、解剖学

を学ぶ。 

15 臀部① 殿部の骨指標・大殿筋・筋膜脹筋の触知と取穴 

16 臀部② 中殿筋・小殿筋の触知と取穴 

17 腰仙神経叢 腰仙部の神経根の構成と下肢帯の筋支配 

18 復習 筋支配と経穴の分布 

19 期末試験 腰部下肢帯の支配神経と筋、取穴部位を理解しているかを確かめる 

20 フィードバック 理解していない所を再認識して、理解する 

〔方略〕 講義・実習 

〔評価方法と基準〕 期末試験により評価とする。 

〔学生の質問への対応〕 授業中・随時 

〔教科書〕 解剖学第２版（医歯薬出版）・経絡経穴概論第２版（医道の日本社） 

〔参考書〕 はりきゅう実技基礎編・プロメテウス 

実務年数（鍼灸院）４年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた東洋医学的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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あはきの適応判断 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （後期） ２単位 講義  

専任教員 梅田 伸威  

〔一般目標（GIO）〕 

鍼灸治療が適応となるもの、不適応となるものの鑑別ポイントについて学ぶ。 

〔授業概要〕 

 各症状を伴う疾病のうち、鍼灸治療が適応となるもの・不適応となるものの鑑別ポイントを学習す

る。また、適応疾患については東洋医学的な治療法や治療穴について学習する。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
オリエンテーション 

耳鳴・難聴について 

この科目の位置づけと、成績の付け方について説明する。 

耳鳴・難聴とはどういうものか、また鍼灸治療が不適応とな

るものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治療法や治

療穴について学習する。 

2 鼻淵・発疹について 

鼻淵・発疹とはどういうものか、また鍼灸治療が不適応とな

るものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治療法や治

療穴について学習する。 

3 脱毛・陽萎について 

脱毛・陽萎とはどういうものか、また鍼灸治療が不適応とな

るものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治療法や治

療穴について学習する。 

4 不眠・眩暈について 

不眠・眩暈とはどういうものか、また鍼灸治療が不適応とな

るものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治療法や治

療穴について学習する。 

5 虚労・月経異常について  

虚労・月経異常とはどういうものか、また鍼灸治療が不適応

となるものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治療法

や治療穴について学習する。 

6 月経異常・眼精疲労について 

月経異常・眼精疲労とはどういうものか、また鍼灸治療が不

適応となるものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治

療法や治療穴について学習する。 

7 肩こり・運動麻痺について 

肩こり・運動麻痺とはどういうものか、また鍼灸治療が不適

応となるものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるものの治療

法や治療穴について学習する。 

8 高血圧・低血圧・食欲不振について 

高血圧・低血圧・食欲不振とはどういうものか、また鍼灸治

療が不適応となるものの鑑別ポイントと、鍼灸適応となるも

のの治療法や治療穴について学習する。 

9 
肥満・のぼせと冷え・小児夜尿につ

いて 

肥満・のぼせと冷え・小児夜尿とはどういうものか、また鍼

灸治療が不適応となるものの鑑別ポイントと、鍼灸適応とな

るものの治療法や治療穴について学習する。 

10 痛みの総論、頭痛について 

東洋医学では痛みをどのように考えているのか学習する。ま

た頭痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイント

と、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習する。 

11 頭痛について 
頭痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイント

と、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習する。 

12 顔面痛、歯痛について 顔面痛、歯痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポ
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イントと、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学

習する。 

13 胸痛、胃痛について 

胸痛、胃痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイ

ントと、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習

する。 

14 胃痛、腹痛について 

胃痛、腹痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイ
ントと、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習
する。 

15 痺症、頚肩腕痛ついて 

痺症、頚肩腕痛ついて鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポ
イントと、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学
習する。 

16 肩関節痛について 

肩関節痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイン
トと、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習す
る。 

17 腰痛について 
腰痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイント
と、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習する。 

18 肘痛、膝痛について 

肘痛、膝痛について鍼灸治療が不適応となるものの鑑別ポイ
ントと、鍼灸適応となるものの治療法や治療穴について学習
する。 

19 期末テスト  

20 テスト返却 期末テストについて解説を行い、テスト内容の確認を行う。 

〔方略〕講義 

〔評価方法と基準〕期末テストの結果をもって評価する。 

〔学生の質問への対応〕授業中、勤務時間内随時 

〔教科書〕社団法人東洋療法学校協会編 東洋医学臨床論（はりきゅう編） 医道の日本社 

〔参考書〕鍼灸学臨床編、他 

実務年数（鍼灸院）１８年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は病院で脳卒中後遺症患者に対する豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得

られた鍼灸施術の技術を活かし基本的な手技手法を教授する。 
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病態生理学 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （後期） ２単位 講義  

専任教員 澤口 真也  

〔一般目標（GIO）〕さまざまな症状、徴候を呈する患者に対し適切な施術を提供できるよう、 

症候の背景にある病態生理の医学的知識を獲得することを目標とする。また、その知識を鍼灸に 

おける病態把握に活かすことでリスク管理の向上を図る。 

〔授業概要〕病態生理学では、人体の構造と機能をもとに各症候に対する病態生理について理解し、

臨床に繋がる知識を持つことを教授する。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 

オリエンテーション 

頭痛、顔面痛、歯痛、眼精疲労につ

いて 

授業の進め方や評価方法について説明する。 

各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

2 
鼻閉・鼻汁、めまい、耳鳴、難聴に

ついて 
各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

3 咳・痰、息切れ・動悸について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

4 胸痛、腹痛、便秘・下痢について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

5 月経異常、不正性器出血について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

6 
排尿障害、乏尿・無尿、多尿、浮腫

について 
各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

7 
肩こり、頚肩腕痛、肩関節痛、上肢

痛について 
各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

8 
腰下肢痛、関節痛、運動麻痺につい

て 
各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

9 演習授業 演習問題を解き、出題傾向に慣れる。 

10 定期試験(中間テスト) 
記述式、穴埋め問題、４者択一問題 

定期試験解説 

11 食欲不振、肥満、やせについて 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

12 
発熱、のぼせ・冷え、不眠、倦怠に

ついて 
各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

13 発疹、ショック、出血傾向について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

14 易感染性、貧血、眼振について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

15 口渇、嗄声、嚥下困難について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

16 血痰・喀血、胸水について 各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

17 
悪心・嘔吐、吐血・下血、意識障害

について 
各症候から病態生理を理解し、疾患を想定できる。 

18 演習授業 演習問題を解き、出題傾向に慣れる。 

19 定期試験(期末テスト) 記述式、穴埋め問題、４者択一問題。 

20 定期試験解説 定期試験の解答を示し、解説する。 

〔方略〕 講義（教科書、配布資料）、および板書、プロジェクター 

〔評価方法と基準〕 定期試験(中間・期末)、小テスト、授業態度を総合して評価する。 

〔学生の質問への対応〕 授業内、授業後、その他 
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〔教科書〕 社団法人 東洋療法学校協会編 「臨床医学総論第２版」 医歯薬出版 

〔参考書〕 「病気がみえる」 クイックメディア各巻 

「図解 鍼灸療法技術ガイドⅠ・Ⅱ」矢野忠 著 文光堂 

実務年数（鍼灸院）１５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた東洋医学的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
 



２０２３－２年◆Ｃ 

－21－ 

基礎はりきゅう実技Ⅲ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （前期） 1 単位 実習  

専任教員 澤口 真也  

〔一般目標（GIO）〕1 年次で習得したはり実技の基礎となる技術を、確実にしていくこと。また、

臨床に向けて人体への刺鍼、施灸を安全に行うために、刺鍼角度・深度、艾の硬さなどを習得する。 

〔授業概要〕授業資料を使い、課題となる経穴部位や筋を確認しながら安全に刺鍼をする。 

〔授業計画〕 前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション オリエンテーション、刺鍼(直刺・斜刺・水平刺等)と施灸の復習 

2 腰部の刺鍼 腰部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

3 腰部の刺鍼 腰部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

4 殿部の刺鍼 殿部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

5 殿部の刺鍼 殿部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

6 大腿部の刺鍼 大腿部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

7 大腿部の刺鍼 大腿部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

8 下腿部の刺鍼・施灸 下腿部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼・施灸できるようにする。 

9 下腿部の刺鍼・施灸 下腿部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼・施灸できるようにする。 

10 頸部の刺鍼 頚部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼・施灸できるようにする。 

11 頸部の刺鍼 頚部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼・施灸できるようにする。 

12 上腕部の刺鍼 上腕部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

13 上腕部の刺鍼 上腕部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

14 前腕部の刺鍼・施灸 前腕部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼・施灸できるようにする。 

15 前腕部の刺鍼・施灸 前腕部の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼・施灸できるようにする。 

16 総復習 期末試験についての説明と総復習と行う。 

17 期末試験 期末試験 

18 期末試験 期末試験 

19 肩甲骨周囲の刺鍼 
期末試験のフィードバック、肩甲骨周囲の筋、指標確認、取穴をし、安
全に刺鍼できるようにする。 

20 肩甲骨周囲の刺鍼 肩甲骨周囲の筋、指標確認、取穴をし、安全に刺鍼できるようにする。 

〔方略〕講義・演習、配布資料 

〔評価方法と基準〕期末試験により評価 

〔学生の質問への対応〕授業中、勤務時間内随時 

〔教科書〕「解剖学第２版」医歯薬出版株式会社 

「経絡経穴概論第２版」教科書執筆小委員会 著 医道の日本社 

〔参考書〕随時紹介 

実務年数（鍼灸院）１１年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は複数の鍼灸治療院での勤務経験があり、幅広い臨床知識や豊富な治療実績を持つ。様々

な患者を治療する中で得られた東洋医学的知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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臨床はりきゅう実技Ⅰ（パルス） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  ２年生 （後期） 1 単位 実習  

 専任教員 澤口 真也  

〔一般目標（GIO）〕 解剖学視点において、筋・骨・神経の繋がりを理解し、目的とする筋に対し

て安全かつ適切な刺鍼とパルスの使用が行える。 

〔授業概要〕授業資料を使い、課題となる筋の位置や動きを確認しながら安全に刺鍼をする。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション 鍼通電療法についてとパルスの扱い方を説明、刺鍼の復習 

2 下腿部（前面） 下腿前面の筋の触知と刺鍼（前脛骨筋） 

3 下腿部（外側） 下腿前面・外側の筋の触知と刺鍼（長・短腓骨筋） 

4 大腿部（前面） 大腿前面の筋の触知と刺鍼（大腿四頭筋） 

5 下腿部・大腿部（前面） 下肢前面の筋の触知と刺鍼の復習（前脛骨筋、長・短腓骨筋、大腿四頭筋） 

6 下腿部（後面） 下腿後面の筋の触知と刺鍼（腓腹筋、ヒラメ筋） 

7 大腿部（後面） 大腿後面の筋の触知と刺鍼（大腿二頭筋長頭、半腱様筋） 

8 殿部 殿部の筋の触知と刺鍼（大殿筋） 

9 
下腿部・大腿部・殿部

（後面） 

下肢後面の筋の触知と刺鍼の復習（腓腹筋、ヒラメ筋、大腿二頭筋長頭、

半腱様筋、大殿筋） 

10 前腕部 前腕の筋の触知と刺鍼（腕橈骨筋、尺側手根屈筋） 

11 上腕部（前面） 上腕前面の筋の触知と刺鍼（上腕二頭筋） 

12 上腕部（後面） 上腕後面の筋の触知と刺鍼（上腕三頭筋） 

13 上腕部 上腕の筋の触知と刺鍼（三角筋） 

14 前腕部・上腕部 
上肢の筋の触知と刺鍼の復習（腕橈骨筋、尺側手根屈筋、上腕二頭筋、上

腕三頭筋、三角筋） 

15 腰部 腰部の筋の触知と刺鍼（脊柱起立筋） 

16 総復習 期末試験についての説明と総復習 

17 期末試験 期末試験 

18 期末試験 期末試験 

19 フィードバック 期末試験のフィードバック 

20 総復習 下腿部・大腿部・殿部・腰部・前腕部・上腕部の触知と刺鍼の総復習 

〔方略〕講義・演習、配布資料 

〔評価方法と基準〕 期末試験により評価 

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 解剖学第２版（医歯薬出版）・経絡経穴概論第２版（医道の日本社） 

〔参考書〕 随時紹介 

実務年数（鍼灸院）１１年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は本学臨床施設での臨床に長年携わっており、豊富な臨床経験で得られた東洋医学的知見

に基づき鍼灸師養成に向けた授業を展開する。 
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臨床はりきゅう実技Ⅱ（美容鍼灸） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］ 2 年生 （前期） 1 単位 実習  

非常勤講師 北見 成達  

〔一般目標（GIO）〕 美容鍼灸の理論や根拠と実技において、筋、骨、神経、循環の関わりを理解

する。 

〔授業概要〕 5F 実習室を使用し、デモンストレーションを行い、美容鍼灸の理論と主訴別の施術方

法を理解し実践する。 

〔授業計画〕 前期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 講義 
発生学と医学的根拠に基づいた美容鍼灸について 

美容鍼灸の効果やリスクと可能性について 

2 講義および実技実習 フェイシシャル 表情筋の触察、刺鍼部位の確認 

3 講義および実技実習 フェイシシャル 表情筋の触察、刺鍼部位の確認 

4 講義および実技実習 フェイシシャル 表情筋の触察、刺鍼部位の確認 

5 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、乾燥肌、浅いシワについて、実技実習 

6 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、乾燥肌、浅いシワについて、実技実習 

7 講義および実技実習 美容鍼灸施術と全身治療について、実技実習 

8 講義および実技実習 美容鍼灸施術と全身治療について、実技実習 

9 講義および実技実習 美容鍼灸施術と全身治療について、実技実習 

10 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、肌荒れ、深いシワについて、実技実習 

11 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、肌荒れ、深いシワについて、実技実習 

12 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、リフトアップ、くま、くすみについて、実技実習 

13 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、リフトアップ、くま、くすみについて、実技実習 

14 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、リフトアップ、くま、くすみについて、実技実習 

15 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、男性美容鍼灸、女性美容鍼灸について、実技実習 

16 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、男性美容鍼灸、女性美容鍼灸について、実技実習 

17 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、男性美容鍼灸、女性美容鍼灸について、実技実習 

18 講義および実技実習 主訴別の刺鍼、男性美容鍼灸、女性美容鍼灸について、実技実習 

19 期末試験 主訴に対する刺鍼 

20 フィードバック 試験結果について、解説 

〔方略〕 講義およびデモンストレーション後実技演習 

〔評価方法と基準〕 出欠席および期末試験により評価する 

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 解剖学第２版（医歯薬出版）・経絡経穴概論第２版（医道の日本社） 

〔参考書〕 配布資料 

実務年数（鍼灸院）１５年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた美容鍼灸的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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臨床はりきゅう実技Ⅲ（伝統鍼灸） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  2 年生 （後期） １単位 実習  

専任教員 丸山 真由美  

〔一般目標（GIO）〕 日本の伝統鍼灸である経絡治療の観点より、四診から施術への組み立て、 

流れを理解し、本治法ができる。 

〔授業概要〕 基本的な祖脈診て、脈診・腹診・背診より、証を立て、本証に六十九難により選穴し 

       施術を行う。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション 総論  刺鍼（捻鍼法） 

2 実技実習① 脈診① 脈の診方（脈差診）・脈状（祖脈・胃の気の脈） 

3 実技実習② 脈診② 脈の診方（脈差診）・脈状（祖脈・胃の気の脈） 

4 実技実習③ 脈診③ 脈の診方（脈差診）・脈状（七表・八裏・九道の脈、季節の脈） 

5 実技実習④ 脈診④ 脈の診方（脈差診）・脈状（七表・八裏・九道の脈、死脈） 

6 実技実習⑤ 脈診⑤ 脈の診方・六部定位・比較脈診 

7 実技実習⑥ 脈診⑥ 脈の診方・六部定位・比較脈診 

8 実技実習① 脈診⑦ 六部定位・比較脈診、腹診・背診、証立て 

9 実技実習② 脈診⑧ 六部定位・比較脈診、腹診・背診、証たて 

10 実技実習③ 脈診⑨ 六部定位・比較脈診、腹診・背診、六十九難、証立て 

11 実技実習④ 脈診⑩ 六部定位・比較脈診、腹診・背診、六十九難、証立て 

12 実技実習⑤ 脈診⑪ 六十九難とその他の選穴 

13 実技実習⑥ 脈診⑫ 六十九難とその他の選穴 

14 復習① 切診より証を立て、選穴、刺鍼の一連の流れ復習する。 

15 復習② 切診より証を立て、選穴、刺鍼の一連の流れ復習する。 

16 期末試験① 切診より得た情報から、証を立て刺鍼までの確認 

17 期末試験② 切診より得た情報から、証を立て刺鍼までの確認 

18 フィードバック 評価、総合施術（本治と標治法） 

19 臨床応用実技 総合施術（本治と標治法より施術） 

20 臨床応用実技 総合施術（本治と標治法より施術） 

〔評価方法と基準〕 期末試験、出席状況及び授業態度などを総合的に評価する。 

〔質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教  科  書〕 東洋医学概論（医道の日本社）・経絡経穴概論第２版（医道の日本社） 

〔参  考  書〕 東洋医学臨床論・ 

経絡治療学会編『日本鍼灸医学 基礎編』 

          わかりやすい経絡治療 

実務年数（鍼灸院）４年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた東洋医学的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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臨床はりきゅう実技Ⅳ 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  ２年生 （後期）  1 単位 実習  

非常勤講師 青木英里香・岩瀬俊文  

〔一般目標（GIO）〕 臨床実習をするにあたり、患者との接し方、医療面接やカルテの書き方など

を習得し、病態を正しく把握するための検査技法を学ぶ。 

〔授業概要〕 医療面接を通じて患者の心理を理解し、患者と施術者の立場の違いを学ぶ。質問テク

ニックを学び、検査技法から得た情報を整理し病態を推察する。さらに、実際に治療する場合の治療

穴等を考察する。 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 
医療面接とは 

医療面接技法 

医療面接と問診の違いを学ぶ。 

挨拶・パーソナルスペース、９０度法、傾聴、促し等の患者との会話技法

を学ぶ。 

2 上肢・下肢の診察 MMT・可動域計測・病的反射 

3 
医療面接技法 

医療面接実習 

医療面接で確認する内容（患者像・主訴・現病歴・既往歴・家族歴・社会

歴等）を学ぶ。カルテの書き方を学ぶ。 

4 
上肢・下肢の腱反射 

頸肩部の診察 
腱反射・頚椎症の徒手検査・治療穴の選穴 

5 医療面接実習 
経過記録を SOAP で考える。 

頚椎症の医療面接を行い、カルテを作成。 

6 頸肩部の診察 胸郭出口症候群の徒手検査・治療穴の選穴 

7 医療面接実習 胸郭出口症候群の医療面接を行い、カルテを作成。 

8 頸肩部の診察 肩関節周囲炎の徒手検査・治療穴の選穴 

9 医療面接実習 肩関節周囲炎の医療面接を行い、カルテを作成。 

10 腰部・股関節の診察 腰部・股関節疾患の徒手検査・治療穴の選穴 

11 医療面接実習 腰部・股関節疾患の医療面接を行い、カルテを作成。 

12 股関節・膝の診察 股関節・膝疾患の徒手検査・治療穴の選穴 

13 医療面接実習 股関節疾患の医療面接を行い、カルテを作成。 

14 
膝の診察・治療 

復習 

膝関節疾患の徒手検査・治療穴の選穴 

試験前復習 

15 期末試験 医療面接、カルテ作成のテスト 

16 期末試験 徒手検査を理解しているか、到達度の確認 

17 フィードバック 試験解説 

18 フィードバック 評価 

19 復習 総復習とカルテを作成。 

20 復習 総復習 

〔方略〕 講義・演習、配布資料 

〔評価方法と基準〕 期末試験 

〔学生の質問への対応〕 授業中、勤務時間内随時 

〔教科書〕 なし。 

〔参考書〕【鍼灸臨床における 医療面接】 明治鍼灸大学名誉教授 丹澤章八 編著 
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          【鍼灸臨床 問診・診察ハンドブック】 出端昭男 著 

      随時紹介 

青木英里香 ： 実務年数（鍼灸院）７年 

岩瀬 俊文 ： 実務年数（鍼灸院）１０年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は複数の鍼灸治療院での勤務経験があり、幅広い臨床知識や豊富な治療実績を持つ。様々

な患者を治療する中で得られた東洋医学的知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 
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臨床はりきゅう実技Ⅴ（トリガー） 

［はり師きゅう師学科 昼夜］  ２年生  （後期）  １単位 実習  

非常勤講師 森田 義之  

〔一般目標（GIO）〕 現代鍼灸療法であるトリガーポイント鍼療法の知識と技術を習得する。 

〔授業概要〕 解剖学、運動学に基づいた経穴部以外のトリガーポイントが形成されやすい筋肉、筋

膜、腱、靱帯、骨膜に刺鍼を行う。一定以上の技術、知識を習得した者にはＣ級ライセンスが授与さ

れる 

〔授業計画〕 後期 

回 項目 到達目標（授業内容） 

1 オリエンテーション Ｃ級ライセンスの説明など、オリエンテーションを行う。 

2 トリガーポイント触察法 トリガーポイントの捜し方、刺鍼方法の習得 

3 僧帽筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

4 肩甲挙筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

5 頭半棘筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

6 頭・頚板状筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

7 三角筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

8 肩甲下筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

9 脊柱起立筋の触察 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージできる 

10 大臀筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

11 中・小殿筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

12 大腿四頭筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

13 半腱・半膜様筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

14 
腓腹筋・ヒラメ筋の触察・刺鍼方

法 
目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

15 前脛骨筋の触察・刺鍼方法 目的とする筋肉を理解し、３Ｄでイメージし、刺鍼できる 

16 運動器疾患以外の適応 トリガーポイント鍼療法の適応疾患についての理解 

17 まとめ、復習 期末試験に際し、まとめ、復習を行う。 

18 まとめ、復習 期末試験に際し、まとめ、復習を行う。 

19 後期定期試験 期末試験（筆記、実技）にて、到達レベルを判定する。 

20 質疑応答 半期の授業全体における質疑応答を行う。 

〔方略〕 プリント、板書、演習 

〔評価方法と基準〕 期末試験、出席状況、授業態度などを総合して評価を行う。 

追・再試験も実施する。 

〔学生の質問への対応〕 出勤時間内に対応 

〔教科書〕 随時紹介 

〔参考書〕 随時紹介 

実務年数（鍼灸院）２９年 

〔授業の特長・教員紹介〕 

担当教員は鍼灸治療院での豊富な治療実績を持つ。様々な患者を治療する中で得られた東洋医学的

知見に基づき臨床に即した知識を教授する。 


